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食物にさ、くまれる養分は

消化管で消化 され、
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リトマス紙

色の変化で水 よう波 を見分ける
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電 流 の 向 き を 変 え る と
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電磁石の強さは、流す電流 を

強 くすると、 ()く な る

植 林

電磁石のコイルのまき数を多くすると

引 き付 け る力 も ( )く なる


